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人口 394,691人

65歳以上人口率
17. 42％

(2006年9月1日現在)

江の島
湘南海岸

基本健康診査実施状況（平成17年度）

対象者数：143,685人
受診者数：68,171人（47.44％）



藤沢市保健医療センターとは・・・藤沢市保健医療センターとは・・・

•• 保健・医療・福祉に関する市民ｻｰﾋﾞｽを行う保健・医療・福祉に関する市民ｻｰﾋﾞｽを行う
目的で設立された財団法人藤沢市保健医療目的で設立された財団法人藤沢市保健医療
財団が運営する施設である。財団が運営する施設である。

•• 平成平成1414年度開始した国保ﾍﾙｽｱｯﾌﾟﾓﾃﾞﾙ事業年度開始した国保ﾍﾙｽｱｯﾌﾟﾓﾃﾞﾙ事業
は当財団へ委託され、藤沢市保健医療ｾﾝﾀｰは当財団へ委託され、藤沢市保健医療ｾﾝﾀｰ
で実施された。で実施された。



藤沢市国保ﾍﾙｽｱｯﾌﾟﾓﾃﾞﾙ事業藤沢市国保ﾍﾙｽｱｯﾌﾟﾓﾃﾞﾙ事業
実施体制（実施体制（H14~H16H14~H16年年))

•• 事業実施本部に藤沢市と藤沢市保健医療財事業実施本部に藤沢市と藤沢市保健医療財
団の代表を置き、藤沢市が一体となり事業を団の代表を置き、藤沢市が一体となり事業を
実施できる体制をとる実施できる体制をとる

•• 実務者会議を定期的に開催し、藤沢市の国実務者会議を定期的に開催し、藤沢市の国
保部門と衛生部門、藤沢市保健保部門と衛生部門、藤沢市保健医療ｾﾝﾀｰの医療ｾﾝﾀｰの
担当者が話し合いながら事業を進める担当者が話し合いながら事業を進める



藤沢市個別健康支援プログラム藤沢市個別健康支援プログラム
開発時の基本方針開発時の基本方針

•• １．個別支援を重視１．個別支援を重視

•• ２．既存の保健事業（老人保健法に基づく健２．既存の保健事業（老人保健法に基づく健

康づくりトレーニング事業など）を活用康づくりトレーニング事業など）を活用

•• ３．３．3030歳代の健康づくりに着目（ﾍﾙｽﾁｪｯｸ健歳代の健康づくりに着目（ﾍﾙｽﾁｪｯｸ健

診の事後ﾌｫﾛｰ）診の事後ﾌｫﾛｰ）

•• ４．事業評価を行う４．事業評価を行う

•• ５．医療費の動向を調査する５．医療費の動向を調査する



介介 入入 群群

H14~16H14~16年年モデル事業モデル事業 対象者対象者 とと 介入方法介入方法

藤沢市の個別健康支援対象者で、藤沢市の個別健康支援対象者で、

モデル事業への参加同意が得られた者モデル事業への参加同意が得られた者
対対 象象 者者

対対 照照 群群

979979 名名

調査票の回答者で、調査票の回答者で、
モデル事業への参加同意が得られた者モデル事業への参加同意が得られた者

対対 象象 者者

4,5704,570 名名

介入方法介入方法 コースコース １１

コースコース ２２

コースコース ３３

健康相談健康相談

健康相談、食生活支援健康相談、食生活支援

健康相談、食生活支援、運動支援健康相談、食生活支援、運動支援

469469 名名

154154 名名

356356 名名



介介 入入 群群

H17H17年年 ヘルスアップ事業ヘルスアップ事業 対象者対象者 とと 介入方法介入方法

藤沢市の個別健康支援対象者で、藤沢市の個別健康支援対象者で、

モデル事業への参加同意が得られた者モデル事業への参加同意が得られた者
対対 象象 者者

285285 名名

通信支援通信支援

書面による通信支援書面による通信支援介入方法介入方法

768 768 名名

介入方法介入方法 コースコース １１

コースコース ２２

コースコース ３３

健康相談健康相談

健康相談、食生活支援健康相談、食生活支援

健康相談、食生活支援、運動支援健康相談、食生活支援、運動支援

6363 名名

4545 名名

177177 名名



モデル事業モデル事業

保健師保健師

（看護師）（看護師）

管理管理

栄養士栄養士

運動運動

指導員指導員

情報システム情報システム

管理者管理者

合計合計（人）（人） 55 11 66 11

スタッフ体制スタッフ体制

ヘルスアップ事業（ヘルスアップ事業（H17H17））
保健師保健師

（看護師）（看護師）

管理管理

栄養士栄養士

運動運動

指導員指導員

情報システム情報システム

管理者管理者

合計合計（人）（人） 22 11 66 11



評評 価価 内内 容容

生活習慣調査票を作成し、対象者の生活状況を生活習慣調査票を作成し、対象者の生活状況を

分析分析

生活習慣生活習慣

総合健診や基本健康診査等の健診結果を分析総合健診や基本健康診査等の健診結果を分析
健診結果健診結果

国民健康保険団体連合会より対象者の健康保国民健康保険団体連合会より対象者の健康保

険利用状況（医療費）を入手、分析険利用状況（医療費）を入手、分析

医医 療療 費費



PCPCシステムを用いたシステムを用いた 評評 価価 方方 法法

対対 照照 群群

１年目１年目 健健 診診 結結 果果

生活習慣調査生活習慣調査

4,5704,570 名名

３年目３年目 健健 診診 結結 果果

生活習慣調査生活習慣調査

前後比較

前後比較

介介 入入 群群 979979 名名

１年目１年目 健健 診診 結結 果果

生活習慣調査生活習慣調査

３年目３年目 健健 診診 結結 果果

生活習慣調査生活習慣調査

群間比較



取り扱うデータについて取り扱うデータについて

モデル事業データ量モデル事業データ量 概算概算

介入群 対照群
基本情報データ 979件 4,570件
生活習慣データ 約 3,000件 約 9,000件
健診結果データ 約 3,000件 約 9,000件
健康相談データ 約 3,000件
食生活支援データ 約 1,000件
運動支援データ 約 1,500件
医療費データ 約 61,500件 約 350,000件

合 計 約 450,000件

※医療費データ以外は手入力



データ処理についてデータ処理について

ＰＣシステムＰＣシステム 構築構築

• DBソフト ：Microsoft Access

• 開発言語：VBA

専用LAN環境、データ入力支援プログラム、

データの共有と複数台端末での入力作業



PCPCシステムを用いたシステムを用いた

介入群への健康支援介入群への健康支援

• 開発言語：VBA
• 主要データを一元管理し、共有化。

（基本情報、健診結果、生活習慣調査等の問診票、既往歴、投薬情報、

各種支援データ等 ）

• 統一した基本方針

• 一貫した健康支援

• 健康状態 の数値化と自動評価

• 顧客管理

支援用ＰＣシステムの開発支援用ＰＣシステムの開発 ＶＢＡによるＶＢＡによる















介入群介入群 健康支援材料健康支援材料



顧客管理方法顧客管理方法



効果的な支援方法効果的な支援方法 --１１--

•• 参加者が自ら健康づくり目標を設定参加者が自ら健康づくり目標を設定

•• 健康づくり手帳の活用健康づくり手帳の活用

•• プログラム途中で健康づくり目標の修正プログラム途中で健康づくり目標の修正

•• プログラム中間で効果をみる健診と健康相談プログラム中間で効果をみる健診と健康相談

•• 個別の相談と集団教室（小集団・大集団）を個別の相談と集団教室（小集団・大集団）を
組み合わせたプログラム組み合わせたプログラム



効果的な支援方法効果的な支援方法 --２２--

•• 各専門スタッフの一貫した支援各専門スタッフの一貫した支援

•• ケースカンファレンスの開催ケースカンファレンスの開催

•• 職種ごとに支援マニュアルを作成職種ごとに支援マニュアルを作成

•• 支援の効果を数値で評価支援の効果を数値で評価

•• 事業評価に基づき次の事業計画をたてる事業評価に基づき次の事業計画をたてる

•• 同意書の作成同意書の作成



課題課題

•• 継続性・・・フォローアップ方法継続性・・・フォローアップ方法

•• 波及性・・・全市的に広めるには波及性・・・全市的に広めるには
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